
「補完代替医療」に関する研究へのご協力のお願いについて 

臨床試験「外傷後後遺障害に対する統合医療の実施可能性に関する検討」 

 

大阪大学大学院医学系研究科生体機能補完医学講座では、主に大規模事故・災害の被害者の方を対象に、

長引く外傷後の苦痛（外傷後後遺障害）を抱える方々が、鍼灸やアロマテラピー等に代表される補完代

替医療（CAM；「カム」と呼びます）を安全かつ有効に利用することが可能かどうかを検証するための研

究を開始することになりました。 

このたび、以下のような要領で、研究にご協力いただける方を募集しています。 

興味がおありになる方は、申込用紙（別紙）を利用して、お申し込み下さいますようお願いいたします。 

 

● 対象者：  

 外傷後 3 年以上経過した外傷に起因する身体的苦痛を抱える方々（精神的苦痛の有無は問わず）

を対象としています。 

 募集人数は、10 名程度です。 

●スケジュールと内容： 

 基本的に週に 1 回の阪大病院での受診をお願いします（金曜日の午後を予定しております）。 

 最初と最後の問診等を含め、計 10 回程度（応相談）の来院を予定しています。 

 主にお受け頂く施術は、鍼灸／アロマテラピー等です。スケジュール例は下図に示す通りです

が、個別の状況に応じて内容やスケジュールの調整を行います（ご相談にも応じます）。 

 補完代替医療（CAM）に係る費用負担はありません（無料）。 

 いわゆる西洋医学的な「治療」が必要な場合には別途費用が発生することになりますので、そ

の場合には、都度、ご説明させていただきます。 

 

 
 

 



●お申し込みについて  

 まずは、申込用紙（別紙）での申込をお願いしております。 

いただく方を決定し、追ってご 希望者の状況や個別の状況（通いやすさなど）に応じてご参加

連絡させていただきます（参加できない場合でもご連絡させていただきます）。 

 詳しい内容等については、参加が決定した後、改めてご説明させていただきます。また、どの

段階でもどのような理由によっても、本研究への参加をとりやめることは可能です。 

 

どのようなことでも結構です。臨床試験への参加の有無にかかわらず、興味を持たれた方は、お気軽

【問い合わせ先】 

連絡先：大阪大学大学 体機能補完医学講座（教授：伊藤壽記） 

 

●

に下記にお問い合わせ下さい。 

院医学系研究科 生

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

TEL 06-6879-3498 

FAX 06-6879-3499 

 

 

 

• 大阪モノレール『阪大病院前』下車  

• ＪＲ茨木駅から近鉄バス[阪大本部前行き]で『阪大医学部病院前』下車  

• 阪急茨木市駅から近鉄バス[阪大本部前行き]で『阪大医学部病院前』下車  

• 北大阪急行千里中央駅から阪急バス[阪大本部前行き(164 系統)]・[北千里行き（171 系

統）]で『阪大医学部病院前』下車  
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「補完代替医療」に関する研究への参加申込用紙 

(大阪大学大学院医学系研究科 生体機能補完医学講座 宛) 

FAX/06-6879-3499 もしくは郵送で〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2,G9 まで 

 

本用紙により申込をされた後でも、本研究への参加をとりやめることは可能です。 

ご興味がおありになる方は、まずは気軽にお問い合わせ下さい。 

 

参加希望者のお名前         性別 男・女   生年月日     年  月  日 

ご住所 〒                        電話番号   -   -    

 

●●● 下記アンケートにお答えいただいた上でお申込頂ければ幸いです ●●● 

１．どのような事故・災害にいつ頃遭われましたか？（複数ある方はすべて） 

 

 

 

２．どのような外傷をお受けになりましたか？（家族を亡くされたなどの心的外傷を含む） 

 

 

 

３．そのことでこれまでどんな医療機関（科も含む）に掛かられましたか？（古いものから順に） 

 

 

 

４．今困っている症状はどんな症状ですか？（一番困っているものから順に、身体的苦痛を含むこと） 

 

 

 

 

５．今までどんな補完代替医療のご経験はございますか？（経験のあるものに○を： 複数回答可） 

手技療法と身体技法：鍼灸、ﾏｯｻｰｼﾞ、ｶｲﾛﾌﾟﾗｸﾃｨｯｸ、ﾘﾌﾚｸｿﾛｼﾞｰ、その他（             ） 

心身医療：ﾖｶﾞ、瞑想、心理・精神療法、芸術療法、音楽療法、その他

（               ） 

独自の理論体系を持つ医療：ｱｰﾕﾙﾍﾞｰﾀﾞｰ、中国伝統医学、自然療法、その他

（           ） 

エネルギー療法：気功、ﾚｲｷ、電磁療法、その他（                       ） 

生物学的療法：漢方、ｱﾛﾏｾﾗﾋﾟｰ、ﾊｰﾌﾞ、ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ、特殊食品、その他（               ） 

その他：上記に含まれない、もしくはｱﾛﾏﾏｯｻｰｼﾞなどの組み合わせ（            ） 

 

＊これらの治療をお勧めしているわけではありません。調査の一環としてご理解ください。 

 

 ６．今回の研究につきましてどちらでお知りになられましたか？ 

 

ご協力ありがとうございました。ご参加の可否につきましては追ってご連絡させていただきます。 


